
　

10
月
７
日
に
全
国
連
合
退
職
校
長
会
設
立
60
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

東
北
各
県
の
会
長
さ
ん
方
と
お
目
に
か
か
っ
た
２
日
後
の
10
月
９
日
と
10

日
、
山
形
市　

山
形
国
際
ホ
テ
ル
に
て
山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
長　

須
貝

秀
彦
様
、
山
形
県
市
町
村
教
育
委
員
会
協
議
会
会
長　

金
沢
智
也
様　

山
形

県
高
等
学
校
長
会
会
長　

渡
邉
晃
様
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の

も
と
、
東
北
各
県
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
、
第
51
回
東
北
地
区
退
職
校
長
会

協
議
会
山
形
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
理
事
会
で
は
、
今
年
度
末
を
も
っ
て
退
会
す
る
青
森
県
の
申
し
出

が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
う
会
則
改
正
並
び
に
持
続
可
能
な
東
北
協
議
会
の

在
り
方
、
青
森
県
と
の
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
残
さ
れ

た
協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
各
県
会
長
と
事
務
局
長
会
と
の
メ
ー
ル
に
よ
る

話
し
合
い
に
よ
り
、
先
日
改
正
会
則
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
が
で
き

る
だ
け
早
期
に
本
会
へ
復
帰
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
引
き
続
き
、
で
き
る
限

り
情
報
を
提
供
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

次
に
、
総
会
で
は
、ご
来
賓
の
皆
様
の
祝
辞
に
続
き
、
全
連
退
常
任
理
事
・

会
計
部
長
の
三
上
祐
三
先
生
か
ら
「
全
連
退
は
、
今
」
と
題
し
た
ご
講
話
を

頂
戴
し
ま
し
た
。
そ
の
後
「
充
実
し
た
生
き
方
や
地
域
の
教
育
・
文
化
の
向

上
に
資
す
る
活
動
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
秋
田
県
、

青
森
県
か
ら
話
題
提
供
が
あ
り
、
そ
の
取
組
は
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
で

し
た
し
、
昼
食
時
に
は
、
各
県
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
取
組
な
ど
を

紹
介
し
、
有
意
義
な
情
報
交
換
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
懇
親
会
で
は
、
山
形
県
の
鈴
木
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
各
支
部
長

さ
ん
の
お
計
ら
い
に
よ
り
山
形
県
内
の
銘
酒
が
勢
揃
い
。
初
め
て
い
た
だ
い

た
お
酒
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
話
が
盛
り
上
が
り
「
東
北
は
ひ
と
つ
」
を
実
感

で
き
る
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

酒
宴
の
中
で
、
山
形
大
学　

花
笠
音
頭
サ
ー
ク
ル
「
四
面
楚
歌
」
の
若
さ

溢
れ
る
パ
ワ
フ
ル
な
演
舞
は
目
頭
を
熱
く
さ
せ
た
ほ
ど
見
事
で
し
た
。
山
形

県
の
花
「
紅
花
」
の
装
飾
が
施
さ
れ
た
笠
を
か
ぶ
り
、
テ
ン
ポ
よ
く
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
動
き
や
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
感
動
を
呼
び

ま
し
た
。「
や
っ
し
ょ
う　

ま
か
し
ょ
」
は
、
花
笠
音
頭
の
か
け
声
で
、
豊

穣
を
願
い
な
が
ら
作
業
に
携
わ
る
労
働
者
の
結
晶
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
起
源
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、
尾
花
沢
で
土
木
作
業
時
の
調
子

合
わ
せ
に
歌
わ
れ
た
「
土
突
き
歌
」
が
ル
ー
ツ
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
土
突
き
」
と
は
、
丸
太
や
タ
ン
パ
ー
、
ラ
ン
マ
ー
な
ど
の
道
具
で
地
固
め

を
す
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
退
職
校
長
会
が
持
続
可
能
な
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
喫
緊

の
課
題
等
に
対
峙
し
、
目
標
、
活
動
等
を
設
立
当
時
の
も
の
か
ら
よ
り
現
場

に
寄
り
添
い
現
在
の
状
況
に
合
わ
せ
見
直
す
と
と
も
に
、
存
在
意
義
を
問
い

直
し
、
実
践
成
果
等
を
見
え
る
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

盤
石
な
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
各
県
各
支
部
の
会
員
の
皆
さ
ん
が

生
き
生
き
と
活
動
す
る
支
部
活
動
が
基
本
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
花
笠
音
頭

の
か
け
声
の
よ
う
に
自
分
た
ち
の
足
下
を
も
う
一
度
盤
石
に
す
る
た
め
の

「
土
突
き
」
が
必
要
で
す
。
盤
石
に
す
る
た
め
に
こ
れ
ま
で
も
努
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
も
う
一
度
見
直
し
、
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
「
土
突

き
」
を
し
、
地
固
め
を
し
て
い
く
か
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

理
事
会
、
総
会
、
話
題
提
供
に
続
き
、
銘
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
語
り

合
い
、
花
笠
音
頭
を
拝
聴
し
て
、
引
き
続
き
持
続
可
能
な
東
北
地
区
退
職
校

長
会
協
議
会
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
微
力
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
心
に
誓
っ
た
次
第
で
す
。

　

本
大
会
は
、
企
画
、
準
備
、
運
営
と
ど
れ
を
と
っ
て
も
今
後
の
大
会
へ
の

試
金
石
と
な
る
も
の
で
、
各
場
面
が
私
の
心
に
し
っ
か
り
刻
み
込
ま
れ
ま
し

た
。
山
形
県
退
職
校
長
会　

鈴
木
会
長
様
を
は
じ
め
事
務
局
の
皆
様
、
関
係

の
皆
様
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
各
県
退
職
校
長
会
の

益
々
の
発
展
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会

　
　
　
　
　

会
長　

福
士
　
寛
樹

退
職
校
長
会
の

�

「
や
っ
し
ょ
う　
ま
か
し
ょ
」
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今
年
度
の
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
山
形
大
会
は
、
山
形

市
の
山
形
国
際
ホ
テ
ル
を
会
場
に
10
月
９
日
（
木
）・
10
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
た
。
１
日
目
は
理
事
会
、
大
会
を
行
っ
た
。
２
日
目

は
朝
食
後
解
散
と
な
っ
た
。

理
事
会

　

東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
福
士
寛
樹
会
長
か
ら
、
６
月
に

開
催
さ
れ
た
全
連
退
の
理
事
会
・
総
会
の
報
告
（
沖
縄
県
の
解
散
、

山
口
県
の
脱
退
の
状
況
な
ど
）
の
後
、
青
森
県
の
今
年
度
末
退
会

申
し
入
れ
に
伴
う
運
営
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
意
見
を
頂
戴
し
た

い
旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

次
に
議
長
選
出
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は
慣
例
に
基
づ
き
、
開
催

県
か
ら
山
形
県
退
職
校
長
会
鈴
木
弘
康
会
長
が
選
出
さ
れ
、
協
議

に
入
っ
た
。

①　

役
員
人
事
に
つ
い
て

　
　

東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
会
則
第
５
条
に
よ
り
、
会
長

に
福
士
寛
樹
氏
（
福
島
県
）、
副
会
長
に
は
、
伊
藤
栄
二
氏
（
秋

田
県
）、
奈
良
年
永
氏
（
青
森
県
）、
吉
川
健
次
氏
（
岩
手
県
）、

荘
司
貴
喜
氏
（
宮
城
県
）、
鈴
木
弘
康
氏
（
山
形
県
）、
会
長
県

か
ら
は
副
会
長
一
名
を
加
え
、
坂
爪
靖
夫
氏
（
福
島
県
）
が
承

認
さ
れ
た
。

②　

青
森
県
の
退
会
に
至
る
状
況
説
明

　
　

青
森
県
の
奈
良
年
永
会
長
か
ら
、
会
員
の
減
少
や
予
算
の

ひ
っ
迫
、
さ
ら
に
役
員
の
な
り
手
不
足
等
に
よ
り
運
営
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
状
況
の
説
明
が
あ
り
、
令
和
８
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
協
議
会
を
退
会
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

③　

各
県
か
ら
の
情
報
提
供

○
福
島
県
鈴
木
博
事
務
局
長
か
ら
、
令
和
８
年
度
以
降
の
東
北
地

区
退
職
校
長
会
協
議
会
の
在
り
方
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

•

青
森
県
退
職
校
長
会
の
退
会
と
今
後
の
関
係

　
　

青
森
県
の
退
会
後
の
関
わ
り
（
本
協
議
会
と
の
連
絡
窓
口
、

東
北
地
区
情
報
の
継
続
配
付
、
理
事
会
・
大
会
へ
の
自
主
参
加
）

に
つ
い
て
検
討
。

•

会
則
改
正
の
論
点
と
進
め
方

　
　

退
会
に
伴
う
取
扱
い
方
針
（
青
森
県
の
役
員
割
当
停
止
、
会

長
職
・
大
会
会
場
の
輪
番
か
ら
除
外
、
本
会
経
費
の
不
徴
収
）、

名
称
・
事
務
局
（
第
１
条
）、
用
語
の
整
理
（
第
２
～
４
条
）、

申
し
合
わ
せ
事
項
新
設
、
役
員
・
輪
番
（
第
５
条
、
第
６
条
）、

全
連
体
と
の
関
係
の
明
確
化
な
ど
、
本
理
事
会
で
は
方
向
性
を

了
承
し
、
今
後
会
長
同
士
で
決
定
し
て
い
く
こ
と
を
承
認
。

•

今
後
の
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
　

１
泊
２
日
の
開
催
の
見
直
し
（
各
県
の
負
担
軽
減
を
図
る
）。

※
こ
れ
ら
の
提
案
は
、
今
後
適
宜
各
県
会
長
と
の
連
絡
等
で
決
定

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

○
山
形
県
黒
木
佳
昭
幹
事
か
ら
持
続
可
能
な
東
北
地
区
退
職
校
長

会
協
議
会
に
す
る
た
め
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

•

ミ
ニ
マ
ム
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
…
大
会
の
一
日
開
催
、
内
容

は
理
事
会
・
理
事
研
修
会
・
情
報
交
換

•

Ｄ
Ｘ
の
推
進
…
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
活
用
、
東
北
地
区
情
報
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

•

開
催
県
の
固
定
化
…
仙
台
市
か
盛
岡
市
に
固
定
。
そ
の
場
合
当

該
県
の
負
担
増
に
つ
い
て
は
検
討
。

※
来
年
度
か
ら
は
一
日
開
催
を
目
指
す
方
向
で
了
承
。
大
会
存
続

等
に
つ
い
て
は
会
長
会
で
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

○
秋
田
県
伊
藤
栄
二
会
長
か
ら
次
年
度
（
第
52
回
）
大
会
開
催
及

び
協
議
題
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。

•

次
回
秋
田
大
会
の
骨
子
（
案
）

　

期　
　

日
…
令
和
８
年
10
月
15
日
（
木
）

　

会　
　

場
…
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

　

協 

議 

題
…「
充
実
し
た
生
き
方
や
地
域
の
教
育
・
文
化
の
向
上

に
資
す
る
活
動
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
」（
継
続
）

　

参 

加 

費
…
各
県
負
担
金
２
万
円
、
東
北
地
区
情
報
負
担
金
４

千
円
、
参
加
費
に
つ
い
て
は
検
討
中

　

話
題
提
供
…
岩
手
県
、
宮
城
県

　

講　
　

話
…
全
連
退
か
ら
の
来
賓
招
待
は
行
わ
ず
、
東
北
地
区

会
長
の
報
告
で
代
替
し
た
い
。

※
講
話
に
つ
い
て
は
結
論
を
出
す
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
今
後
詰

め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

昼
食
会

　

各
県
の
活
動
状
況
等
の
報
告
を
聞
き
な
が
ら
、
昼
食
・
歓
談
し
、

情
報
交
換
を
行
っ
た
。

大
会

　

大
会
は
、
全
国
連
合
退
職

校
長
会
常
任
理
事
三
上
裕
三

様
を
は
じ
め
、
山
形
県
教
育

委
員
会
教
育
次
長
様
、
山
形

県
市
町
村
教
育
委
員
会
会
長

金
沢
智
也
様
、
山
形
県
連
合

小
学
校
長
会
会
長
樋
口
潤
一

様
、
山
形
県
中
学
校
長
会
会

長
細
谷
直
樹
様
、
山
形
県
高

等
学
校
長
会
会
長
渡
邉
晃

様
、
山
形
県
特
別
支
援
学
校

長
会
会
長
矢
野
裕
之
様
を
来

賓
に
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

開
会
行
事

　

東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
福
士
寛
樹
会
長
、
開
催
県
鈴
木

弘
康
山
形
県
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
の
山
形
県
教
育
委

員
会
須
貝
英
彦
様
（
代
読
：
教
育
次
長
様
）、
山
形
県
市
町
村
教

育
委
員
会
金
沢
智
也
様
、
山
形
県
高
等
学
校
長
会
渡
邉
晃
様
よ
り

ご
祝
辞
を
頂
い
た
。

講
話

　

全
国
連
合
退
職
校
長
会
常
任
理
事
（
会
計
部
長
）
の
三
上
裕
三

第
51
回 

東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
　山
形
大
会

協
議
題
「
充
実
し
た
生
き
方
や
地
域
の
教
育・文
化
の
向
上
に
資
す
る
活
動
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
」
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○
は
じ
め
に

　

退
職
し
て
８
年
目
。
現
職
時
代
か
ら
子
ど
も
の
自
然
離
れ
を
感

じ
、
休
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
親
子
や
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
自

然
観
察
会
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
退
職
時
に
他
の
仕
事
に
は
一

切
つ
か
ず
、
自
然
観
察
会
な
ど
自
然
体
験
活
動
に
専
念
し
よ
う
と

考
え
た
。
活
動
日
数
は
打
ち
合
わ
せ
や
下
見
を
含
め
て
年
間
１
０

０
日
は
超
え
る
。
今
は
大
変
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

○
本
来
子
ど
も
は
豊
か
な
感
性
を
持
っ
て
い
る

　

子
ど
も
時
代
に
は
三
度
の
食
事
と
同
じ
よ
う
に
、
自
然
の
中
で

遊
ぶ
経
験
が
必
要
だ
。
自
然
体
験
は
五
感
を
磨
き
豊
か
な
感
性
を

育
む
。
ア
メ
リ
カ
の
海
洋
生
物
学
者
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
は
、

そ
の
著
書
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
の
中
で
、「
全
て
の
子
ど

も
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
神
秘
さ
や
不
思
議
さ
に
目
を
見
張
る
感
性

を
持
っ
て
い
る
。
大
事
な
こ
と
は
、
私
た
ち
が
そ
れ
を
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
再
発
見
し
、
感
動
を
分
か
ち
合
う
こ
と
だ
。
そ
う
い

う
大
人
が
一
人
で
も
い
れ
ば
い
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

○
モ
ン
ゴ
ル
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
活
動
に
つ
い
て

　

２
０
１
９
年
に
モ
ン
ゴ
ル
で
植
林
と
小
学
校
で
授
業
を
し
て
き

た
。
植
林
で
は
、
も
た
も
た
し
て
い
る
私
の
ス
コ
ッ
プ
を
取
り
上

げ
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
小
学
校
の
授
業
で
は
テ
レ
ビ
も
パ
ソ
コ

ン
も
な
い
環
境
の
中
で
、
一
生
懸
命
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
２
０
２
４
年
と
今
年
の
夏
に

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
学
校
で
授
業
と
校
舎
建
設
の
お
手
伝
い
を

し
て
き
た
。
昨
年
は
空
気
砲
の
、
今
年
は
電
気
回
路
の
実
験
を
し

た
。
二
度
と
も
子
ど
も
か
ら
は
前
向
き
で
純
粋
な
姿
が
見
ら
れ
た
。

今
年
は
日
本
の
子
ど
も
を
連
れ
て
行
っ
た
。
横
手
の
高
校
生
も
参

加
し
た
。
校
舎
建
設
の
際
に
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
子
ど
も
た
ち

が
わ
ー
っ
と
集
ま
っ
て
く
れ
て
、
煉
瓦
運
び
を
し
て
く
れ
た
。

○
自
然
体
験
活
動
を
通
し
て
の
子
ど
も
の
姿
の
変
化
に
つ
い
て

　

３
年
前
か
ら
子
ど
も
の
日
に
自
然
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
里
山
へ
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
」
で
あ

る
。
参
加
費
は
無
料
で
、
地
域
の
里
山
で
親
子
で
遊
ぶ
と
い
う
企

画
で
あ
る
。
青
少
年
育
成
横
手
市
民
会
議
の
協
力
を
得
て
実
施
し

て
い
る
。
参
加
者
は
徐
々
に
増
え
て
い
る
。
体
験
を
通
じ
て
思
う

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
は
直
接
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
絶
対

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
ド
キ
ド
キ
ハ
ラ
ハ
ラ
体
験
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
は
じ
め
は
興
味
の
無
か
っ
た
子
ど
も
が
、
一
つ
の
体

験
を
き
っ
か
け
に
毎
回
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
最
後
は
達

成
感
や
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
で
私
に
抱
き
つ
い
て
き
た
子
ど
も
が

い
た
り
、
親
子
で
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
関
係
が
良
く
な
っ
た

り
な
ど
嬉
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
参
加
す
る
体
験
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
違
う
年
齢
の
子
ど
も
が

先
輩
も
後
輩
も
な
く
て
仲
良
く
な
っ
た
。
様
々
な
活
動
を
通
し
て

子
ど
も
は
着
実
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

○
８
年
活
動
に
参
加
し
続
け
た
１
人
の
子
ど
も
の
成
長
に
つ
い
て

　

小
学
校
３
年
生
の
時
か
ら
、
観
察
会
、
講
演
会
、
講
座
と
も
ほ

と
ん
ど
参
加
し
て
き
た
子
ど
も
が
い
る
。
現
在
横
手
高
校
１
年
生

で
あ
る
。
年
下
の
子
に
と
っ
て
は
、
本
当
に
い
い
お
兄
さ
ん
、
憧

れ
の
お
兄
さ
ん
に
育
っ
て
い
る
。
小
学
生
が
「
僕
も
お
兄
さ
ん
の

よ
う
に
な
り
た
い
」っ
て
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
嬉
し
か
っ
た
。

あ
る
参
加
者
が
「
中
学
生
に
も
な
っ
て
な
ぜ
こ
う
い
う
も
の
に
参

加
し
て
い
る
の
」
と
聞
い
た
ら
、「
い
や
あ
、
僕
は
も
し
こ
の
活

動
に
来
て
い
な
け
れ
ば
、
た
だ
ゲ
ー
ム
や
っ
て
る
人
間
に
な
っ
て

た
と
思
う
」
と
言
っ
た
。
も
し
か
す
る
と
そ
れ
よ
り
も
面
白
い
も

の
、
価
値
あ
る
も
の
を
彼
は
見
つ
け
た
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

○
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て

　

ま
ず
活
動
の
予
算
を
何
処
か
ら
捻
出
す
る
か
と
い
う
こ
と
。
ま

た
一
緒
に
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
や
、
団
体
の
協
力
が

欠
か
せ
な
い
。
最
近
で
は
ク
マ
問
題
も
深
刻
だ
。
ま
た
子
ど
も
た

ち
は
毎
日
色
々
忙
し
い
の
で
、
参
加
者
の
確
保
も
課
題
で
あ
る
。

各
県
発
表
の
概
要

自
然
の
中
で
育
つ
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
～
里
山
は
子
育
て
道
場
～

　
　
　
　
　
　

秋
田
県
横
手
市
退
職
校
長
会

�

酒
　
井
　
　
　
浩
　 

氏

氏
に
「
全
連
退
は
今
…
…
」
と
い
う
演
題
で
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

全
連
退
の
設
立
60
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
、
給
特
法
の
改
正
が
国
会
で
可
決
し
、
教
職
調
整
額
が
50
年
ぶ

り
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
に
よ
る
と
、
教

員
の
労
働
時
間
は
他
国
よ
り
長
く
依
然
と
し
て
最
も
多
い
水
準
に

あ
り
、
教
員
の
働
き
方
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
教
員
の

不
足
、
支
援
教
育
担
当
者
の
不
足
、
教
員
志
望
者
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
た
。

話
題
提
供
と
協
議

　

協
議
題
「
充
実
し
た
生
き
方
や
地
域
の
教
育
・
文
化
の
向
上
に

資
す
る
活
動
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
」
を
も
と
に
、
秋
田
県
退
職

校
長
会　

酒
井
浩
氏
（
自
然
の
中
で
育
つ
子
ど
も
）
と
青
森
退
職

校
長
会　

野
呂
良
悦
氏
（
青
森
県
に
お
け
る
「
教
育
の
日
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
～
「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」
推
進
大
会
西
北
大

会
を
通
し
て
～
）
よ
り
実
践
発
表
が
あ
っ
た
。
詳
細
は
、
各
県
発

表
の
概
要
（
３
～
４
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
願
い
た
い
。

理
事
会
報
告　

閉
会
行
事

　

山
形
県
退
職
校
長
会
塩
野
譲
副
会
長
よ
り
、
理
事
会
で
協
議
さ

れ
た
内
容
（
青
森
県
の
退
会
承
認
と
会
則
改
訂
の
大
枠
の
検
討
内

容
、
秋
田
大
会
の
一
日
開
催
、
継
続
審
議
事
項
な
ど
）
が
報
告
さ

れ
た
。

　

閉
会
行
事
で
は
、
福
士
寛
樹
協
議
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
次
年
度
開
催
県
の
秋
田
県
伊
藤
栄
二
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
大
会
を
閉
じ
た
。

親
睦
懇
親
会

　

各
県
代
表
と
多
く
の
ご
来
賓

の
参
加
の
も
と
、
山
形
県
教
育

委
員
会
須
貝
英
彦
教
育
長
様
よ

り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
全
連
退

常
任
理
事
三
上
裕
三
様
の
乾
杯

で
親
睦
懇
親
会
が
開
か
れ
、
親

睦
を
深
め
た
。
青
森
県
は
今
年

度
で
退
会
と
な
る
が
、
改
め
て

「
東
北
は
ひ
と
つ
」
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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１　
全
国
連
合
退
職
校
長
会
に
お
け
る
「
教
育
の
日
」
制
定
の
経
緯

　

○
平
成
８
年
「
教
育
の
日
」
制
定
を
目
指
し
た
活
動
を
開
始
。

　

○
平
成
９
年　

全
国
各
都
道
府
県
の
退
職
校
長
会
へ
意
向
調
査

（
回
答
数
の
約
80
％
の
団
体
が
賛
意
を
示
す
）

　

○
平
成
10
年
「
教
育
の
日
」
制
定
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
活

動
を
開
始
。
制
定
の
趣
旨
「
趣
意
書
」
を
作
成
。

２　
青
森
県
に
お
け
る
「
教
育
の
日
」
制
定
の
経
緯

　

○
平
成
13
年　

青
森
県
退
職
校
長
会
総
会
に
お
い
て
「
教
育
の

日
」
制
定
運
動
推
進
を
決
定
。「
教
育
の
日
」

制
定
発
起
人
会
（
９
団
体
）
を
結
成
し
制
定
推

進
協
議
会
設
立
の
準
備
開
始
。

　

○
平
成
14
年
「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」
制
定
推
進
協
議
会
を
設

立
し
次
の
５
点
に
つ
い
て
決
議
。

　
　

①　

名
称
を
「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」
と
す
る
。

　
　

②　

民
間
主
導
で
進
め
る
。

　
　

③　

毎
年
11
月
第
１
土
曜
日
を
「
教
育
の
日
」
と
す
る
。

　
　

④　

参
加
団
体
負
担
金
を
年
額
５
０
０
０
円
と
す
る
。

　
　

⑤　

活
動
を
推
進
す
る
機
関
と
し
て
「
あ
お
も
り
教
育
」
の

推
進
協
議
会
を
設
立
す
る
。

　
　

11
月
２
日
「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」
制
定
大
会
開
催
し
、「
あ

お
も
り
教
育
の
日
」
制
定
宣
言
文
を
制
定

　

○
「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」
制
定
後
の
主
な
活
動

　

◇
「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」
推
進
協
議
会
を
中
心
に
推
進
計
画

に
基
づ
い
て
活
動
（
現
在　

第
３
次
推
進
計
画
）

　

•

「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」
推
進
大
会
を
、
毎
年
県
内
６
支
部

の
持
ち
回
り
で
開
催
。

　

•

「
い
じ
め
」
防
止
３
な
い
運
動
の
推
進
。

青
森
県
に
お
け
る「
教
育
の
日
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て

～
第
18
回「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」推
進
大
会

�

西
北
大
会
を
通
し
て
～

　
　
　
　
　
　

青
森
県
退
職
校
長
会　

西
北
支
部

�

野
　
呂
　
良
　
悦
　 

氏

　

•

広
報
活
動
と
し
て
会
報
「
お
あ
し
す
」
発
行
（
年
１
回
）

３　
第
18
回
「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」
推
進
大
会
西
北
大
会

　
　

＊
令
和
元
年
以
来
４
年
ぶ
り
の
開
催
（
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
）

　

○
開
催
日　

令
和
６
年
11
月
２
日
（
土
）「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」

　

○
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
　
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
が
変
わ
る

�

子
ど
も
が
輝
く　

郷
土
の
未
来
」

　

○
大
会
主
題　
「
子
ど
も
の
夢　

未
来
へ
の
扉
」

　

○
主
催　
「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」
推
進
協
議
会

　

○
主
管　
「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」
西
北
大
会
実
行
委
員
会

　

○
主
な
内
容

　

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
「
今
届
け
よ
う
私
た
ち
の
思
い

　
　
　
　
　
　
　

応
援
し
ま
す　

君
た
ち
の
未
来
」

　

•

地
元
の
小
学
生
（
２
名
）・
中
学
生
（
３
名
）・
高
校
生
（
２

名
県
立
高
・
私
立
高
）
が
、
自
分
た
ち
の
地
域
や
将
来
の
夢

な
ど
を
語
り
、
そ
れ
に
対
し
て
大
人
が
ど
の
よ
う
に
応
援
で

き
る
か
一
緒
に
考
え
る
。

　

＊
来
賓
と
し
て
出
席
し
て
下
さ
っ
た
宮
下
青
森
県
知
事
が
開
会

行
事
か
ら
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
参
加
し
て
下
さ

り
、
最
後
に
パ
ネ
ラ
ー
と
会
場
の
皆
さ
ん
へ
感
想
を
述
べ
ら

れ
た
。

　

◇
講
演

　

•

演
題　
「
子
ど
も
の
夢
を
育
む　

新
・
青
森
の
教
育
」

　

•

講
師　

弘
前
大
学
教
育
学
部　

教
職
実
践
専
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
職
大
学
院
教
授　

三
戸　

延
聖 

氏

４　
大
会
を
終
え
て

　

○
小
中
高
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
地
域
の
課
題
や
夢
を
具

体
的
に
述
べ
、
感
動
し
考
え
さ
せ
ら
れ
た
大
会
で
あ
っ
た
。

　

○
子
供
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
通
し
て
、
大
人
た
ち

が
ど
う
変
わ
る
べ
き
か
を
考
え
る
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た

　

○
参
加
者
層
（
保
護
者
や
地
域
住
民
等
）
を
広
げ
る
た
め
の
工

夫
が
必
要
で
あ
る
。

　

○
開
催
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
（
県
内
６
支
部
持
ち
回
り
）
を

見
直
し
、
負
担
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

昨
年
７
月
16
日
、
福
士
寛
樹
会
長
か
ら
の
メ
ー
ル
で
、「
青
森

県
退
職
校
長
会
の
本
年
度
限
り
で
の
解
散
」
と
の
突
然
の
報
に
衝

撃
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
の
青
森
県
の
会
報
で
は
、

奈
良
会
長
が
「
誠
に
辛
く
、
寂
し
い
結
末
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、そ
の
ご
心
境
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
、
本
県
退
職
校
長
会
に
お
い
て
も

会
員
数
の
減
少
と
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
の
逼
迫
は
、
差
し
迫
っ
た

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
用
に
よ
る
広
報
活
動
と
、
会
報
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
へ
の
取
組
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
時
代
は
急
速
に
変
化
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
退
職
校
長
会
の
持
続
可
能
性
を
強
化
す
る
た
め

に
も
、
様
々
な
変
革
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
教
育
界
の
激
し
い
変
化
の
中
で
、
学
校
で
は
人

工
知
能
Ａ
Ｉ
へ
の
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
現

場
を
離
れ
て
久
し
い
私
た
ち
退
職
校
長
に
は
、
新
し
い
技
術
に
な

か
な
か
追
い
付
い
て
い
け
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
本
県

退
職
校
長
会
で
は
、
秋
の
研
修
大
会
に
お
い
て
、
元
秋
田
県
立
大

学
知
能
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
学
科
教
授
か
ら
、「
Ａ
Ｉ
の
過
去
・
現
在
・

近
未
来
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
に
関
す

る
歴
史
や
現
状
、
そ
し
て
今
後
の
展
望
と
課
題
に
つ
い
て
研
修
を

深
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
研
修
は
、
退
職
後
の
人
生
に
お
い
て
も
教
育
者
と
し

て
の
使
命
感
を
持
ち
続
け
、
教
育
振
興
へ
の
具
体
的
な
手
が
か
り

を
見
出
す
こ
と
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
自
分
自
身
の
生
き
甲
斐
を

確
か
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
学
校
を
取
り
巻
く
最
新

の
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
、
未
来
を
展
望
す
る
知
恵
と
豊
か
な
教

養
を
身
に
付
け
て
お
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

変
革
の
と
き

 

秋
田
県
退
職
校
長
会

�

会
長　

伊　
藤　
栄　
二

各
県
の
紹
介

各
県
の
紹
介

令和₈年₁月30日 第17号 （4）東　北　地　区　情　報



　

既
に
ご
案
内
の
よ
う
に
令
和
８
年
度
で
本
退
職
校
長
会
は
解
散

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
辛
く
、
そ
し
て
寂
し
い
結

末
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
支
部
会
員
の
総
意
に
基
づ
く
決
定
で
あ

り
ま
す
の
で
、
厳
粛
に
受
け
止
め
終
わ
り
を
完
（
ま
っ
と
）
う
し

た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

解
散
す
る
に
至
っ
た
主
た
る
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の

は
、
会
員
数
の
急
激
な
減
少
に
よ
り
財
政
の
健
全
性
が
損
な
わ

れ
、
収
支
の
均
衡
が
と
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
運
営
に

当
た
る
幹
事
ス
タ
ッ
フ
の
慢
性
的
な
不
足
な
ど
に
よ
り
、
事
業
の

遂
行
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
本
年
度
の
総
会
で
の
解
散
の
決
議
決
定
を
経
て
、
全

国
連
合
退
職
校
長
会
（
全
連
退
）
か
ら
退
会
し
、
同
じ
く
東
北
地

区
退
職
校
長
会
協
議
会
か
ら
も
退
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

思
え
ば
、
本
会
は
昭
和
48
年
に
会
員
数
39
名
で
青
森
市
に
お
い

て
設
立
さ
れ
、
翌
年
全
国
連
合
退
職
校
長
会
に
加
盟
し
、
会
員
相

互
の
親
睦
と
福
祉
の
増
進
並
び
に
教
育
尊
重
の
実
を
あ
げ
、
県
教

育
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
の
指
標
の
も
と
に
歩
み
続
け
て
今
日

ま
で
の
星
霜
を
経
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、
昭
和
57
年
に
上
北
・

東
青
・
中
弘
南
黒
・
三
八
支
部
が
結
成
さ
れ
、
昭
和
61
年
に
は
下

北
支
部
が
結
成
さ
れ
て
県
全
体
が
一
丸
と
な
っ
た
組
織
と
し
て
、

鋭
意
活
動
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
こ
に
改
め
て
草
創
期
の
先
輩
諸
氏
の
志
に
思
い
を
致
し
、
更

に
そ
れ
に
続
い
た
先
輩
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ
教
育
愛
の
精
神
に

よ
っ
て
年
々
発
展
の
一
途
を
辿
っ
て
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
の

誠
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

県
本
部
が
解
散
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
各
支
部
は
、
各
地
区
の

退
職
校
長
会
と
し
て
存
続
し
、
研
修
と
親
睦
を
基
に
し
て
一
層
充

実
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
衷
心
よ
り
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
自

身
も
東
青
地
区
退
職
校
長
会
の
一
員
と
し
て
、
活
動
し
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
「
山
形
大
会
」
は
、
青
森
県
の
東
北
地
区
退
職
校
長
会

協
議
会
退
会
と
言
う
衝
撃
的
な
発
表
で
幕
を
あ
け
ま
し
た
。ま
た
、

次
年
度
の
「
秋
田
大
会
」
か
ら
は
１
泊
２
日
か
ら
１
日
開
催
へ
と

大
会
そ
の
も
の
に
変
革
の
見
ら
れ
た
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
度
の
岩
手
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
は
、
二

大
イ
ベ
ン
ト
と
今
後
の
会
の
継
続
発
展
に
係
る
急
務
の
課
題
へ
の

方
向
性
を
模
索
す
る
年
と
言
え
ま
す
。

【
結
成
60
周
年
記
念
大
会
・
第
51
回
県
研
修
親
睦
会
盛
岡
大
会
】

　

60
年
と
言
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
９
月
18
・
19
日
、
つ
な
ぎ
温

泉
ホ
テ
ル
紫
苑
を
会
場
に
１
日
目
は
、
記
念
式
典
・
感
謝
状
贈
呈

式
、
記
念
講
演
（
第
46
代
南
部
家
当
主
：
南
部
利
文
氏
）、
鎮
魂

の
歌
・
児
童
生
徒
の
発
表
、
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
、
２
日
目
は
、

見
学
研
修
と
し
て
盛
岡
ゆ
か
り
の
施
設
５
か
所
を
各
自
見
聞
し
合

い
有
意
義
な
１
泊
２
日
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
結
成
60
周
年
記

念
誌
も
発
刊
し
会
員
各
位
並
び
に
関
係
機
関
に
送
呈
し
ま
し
た
。

【
創
立
20
周
年
記
念
誌
「
い
わ
て
教
育
の
日
」
の
発
刊
】

　

同
じ
く
今
年
度
は
、「
い
わ
て
教
育
の
日
」
に
関
す
る
条
例
が
制

定
さ
れ
た
の
を
受
け
、
啓
発
普
及
の
支
援
団
体
と
し
て
「
い
わ
て

教
育
の
日
」
推
進
協
議
会
を
発
足
し
て
20
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、
推
進
協
議
会
の
事
務
局
で
あ
る
本
会
は
、
こ
の
10

年
間
の
活
動
の
あ
ゆ
み
を
ま
と
め
た
「
設
立
20
周
年
記
念
誌
」
を

12
月
末
に
は
発
刊
し
送
呈
す
る
予
定
で
す
。

【
急
務
の
課
題
】

　

本
会
の
最
大
の
課
題
は
、
少
子
化
に
よ
る
統
廃
合
で
校
長
の
減

少
と
、
ご
逝
去
や
会
費
納
入
免
除
者
の
増
加
に
伴
う
会
費
納
入
者

の
減
少
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
事
業
の
見
直
し
を
図
る
と
共
に
諸
会
議
の
会
場
変

更
等
、
年
会
費
を
増
額
す
る
こ
と
な
く
継
続
発
展
す
べ
く
、
急
務

の
課
題
と
し
て
対
応
策
を
２
月
の
県
内
16
地
区
の
会
長
が
出
席
す

る
理
事
会
に
向
け
て
試
行
錯
誤
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
51
回
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
山
形
大
会
が
、
事
務
局

並
び
に
山
形
県
退
職
校
長
会
の
皆
様
の
心
温
ま
る
運
営
の
お
陰
で

無
事
に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
協
議
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
運
営
等
に
か
か
わ
っ
て
熱

い
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
青
森
県
退
職
校
長

会
の
退
会
が
決
定
し
、
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
青
森
県
の
こ
れ

ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、
今
後
の
復
帰
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
こ
れ
を
契
機
と
し
、「
東
北
は
ひ
と
つ
」
の
理
念
を
貫
き
、

こ
れ
ま
で
の
役
割
を
維
持
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
、
各
県
が
共
通
の
課
題
意
識
を
再
認
識
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

成
果
で
す
。
来
年
度
よ
り
本
協
議
会
が
１
日
開
催
と
な
り
ス
リ
ム

化
を
図
る
こ
と
、
ま
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
方
向
を
継
続
し
て
検

討
す
る
こ
と
な
ど
、
新
し
い
歩
み
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
県
は
14
支
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
属
会
員
が
８
０

０
名
を
超
え
る
支
部
も
あ
れ
ば
、
40
名
弱
の
支
部
も
あ
り
、
活
動

内
容
も
様
々
な
特
色
を
も
ち
な
が
ら
各
会
員
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
会
員
数
の
減
少
は
、
活
動
費
の
減
少
や
役
員

の
担
い
手
不
足
に
つ
な
が
り
、
ど
の
支
部
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
様
な
中
で
も
、
各
支
部
で
は
、
現
職
校
長
の
退
職
後
の

生
活
に
参
考
に
な
る
情
報
交
換
会
を
実
施
し
た
り
、
学
校
の
要
望

に
応
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
活
動
を
し
た
り
と
新
し
い
試

み
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
各
支
部
の
特
色
あ
る
活
動
を

支
援
で
き
る
よ
う
、
宮
城
県
県
退
職
校
長
会
と
し
て
も
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
山
形
大
会
で
の
貴
重
な
話
し
合
い
の
中
で
、
各
県
そ
れ

ぞ
れ
の
運
営
や
取
組
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
各
県
の

充
実
し
た
取
組
が
、
東
北
地
区
協
議
会
の
根
幹
に
な
る
の
だ
と
再

認
識
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
成
果
で
す
。
今
後

も
我
が
宮
城
県
の
会
員
と
共
に
、
新
し
い
退
職
校
長
会
の
よ
り
良

い
在
り
方
を
探
る
た
め
歩
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

解
散
と
退
会

 

青
森
県
退
職
校
長
会

�

会
長　

奈　
良　
年　
永

転
機
の
年
を
迎
え
て

 

岩
手
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

�

事
務
局
長　

舘　
澤　
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宏

よ
り
よ
い
在
り
方
を
探
る

 

宮
城
県
退
職
校
長
会

�

会
長　
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一
昨
年
の
第
50
回
東
北
地
区
退
職
校
長
協
議
会
福
島
大
会
で

は
、
各
県
か
ら
多
数
の
役
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
６
年
に
一
度
の
大
会
と
い
う
こ
と

で
、
準
備
や
当
日
の
運
営
に
お
い
て
課
題
も
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま

す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
福
島
県
に
お
い
て
も
定
年
延
長
の
影
響
や
個
人

の
価
値
観
の
変
化
等
に
よ
り
、
本
会
へ
の
加
入
率
・
加
入
者
数
が

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
小
・
中
・
県
立
を
合
わ
せ
た
近
年
の
加

入
率
お
よ
び
新
入
会
員
数
は
、
令
和
５
年
度
が
77
・
７
％
（
１
０

１
人
）、
令
和
６
年
度
が
62
・
７
％
（
69
人
）、
令
和
７
年
度
が

47
・
６
％
（
60
人
）
と
な
っ
て
お
り
、
予
算
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
運
営
経
費
の
削
減
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、

今
後
は
会
議
の
回
数
の
見
直
し
や
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
県
大
会

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
本
年
度
、「
退
職
・
役
職
定
年
者
お
よ
び
未
加
入
会
員

へ
の
勧
誘
活
動
等
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
県
内
16
支
部
の
う

ち
、
令
和
６
年
度
に
取
り
組
ん
だ
内
容
は
、「
現
職
校
長
お
よ
び

未
加
入
会
員
へ
の
勧
誘
活
動
」
が
７
支
部
、「
現
職
校
長
へ
の
勧

誘
活
動
の
み
」
が
９
支
部
で
し
た
。
入
会
申
込
書
の
送
付
や
電
話

に
よ
る
勧
誘
以
外
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、「
現
職
校
長
と

の
懇
親
会
・
交
流
会
」
が
11
支
部
、「
現
職
校
長
会
開
催
時
の
説

明
会
」
が
３
支
部
、「
現
職
校
長
と
の
研
修
会
」
が
２
支
部
、「
現

職
校
長
会
校
長
校
へ
の
訪
問
」
が
２
支
部
と
な
っ
て
お
り
ま
す

（
支
部
の
重
複
あ
り
）。
こ
の
よ
う
に
、
各
支
部
に
お
い
て
積
極
的

な
勧
誘
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
加
入
者

数
・
加
入
率
は
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
誠
実
か
つ
粘
り
強
い
勧
誘
活
動
や
学
校
支
援
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
退
職
後
に
現
職
校
長
が
ぜ
ひ
加
入
し
た
い
と
思
え

る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
１
月
、
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

１　

持
続
可
能
な
組
織
へ

　

た
と
え
30
年
間
据
え
置
か
れ
て
き
た
と
し
て
も
、
会
費
の
値
上

げ
は
絶
対
避
け
た
い
こ
と
で
す
。

　

会
員
か
ら
い
た
だ
い
た
会
費
に
見
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
か

と
問
え
ば
、「
ま
だ
ま
だ
」
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
何
か
社
会
的
な
意
味
を
持
ち
な
が
ら
豊
か
に
生
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
他
者
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
が
自
分
の

喜
び
と
し
て
還
っ
て
く
る
、
ま
さ
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
標
榜

し
て
い
る
の
で
す
。「
ま
だ
ま
だ
」
語
り
合
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２　

新
た
な
教
育
研
修
会
の
策
定

　
「
お
ら
ほ
の
自
慢
『
山
形
教
育
』
の
原
点
を
探
る
」
を
主
題
に

県
内
一
巡
し
た
教
育
研
修
会
、
各
支
部
か
ら
は
趣
旨
継
承
の
声
高

く
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
！
お
ら
ほ
の
教
育
文
化
」
を
新
主
題
に
し

て
、
思
い
切
っ
た
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

①　

各
支
部
の
「
輪
番
開
催
」
か
ら
「
お
手
上
げ
制
」
へ

　

②　

参
加
者
へ
の
「
旅
費
補
助
」
か
ら
「
自
費
参
加
」
へ

　

③　

市
民
参
加
を
促
し
、
退
校
会
を
社
会
的
存
在
へ

　

市
民
参
加
で
教
育
研
修
会
の
社
会
化
を
図
ろ
う
と
す
れ
ば
、
会

員
の
自
費
参
加
は
自
然
の
流
れ
で
し
た
。
心
配
は
あ
っ
た
の
で
す

が
、
来
年
と
再
来
年
の
開
催
に
手
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

３　

東
北
協
議
会
の
主
管
開
催

　

開
催
県
と
な
っ
た
時
の
た
め
、
毎
年
予
算
に
計
上
し
て
い
た
積

立
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
１
日
開
催
」
へ
の
方
向
転
換

は
、
本
県
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
役
員
人
事
と
次
期
開
催
要
項
の
決
議
だ
け
だ
っ
た
理

事
会
、す
べ
て
に
過
渡
期
の
今
、
協
議
時
間
が
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

逆
に
そ
の
必
要
性
と
か
意
義
が
明
確
で
な
い
「
大
会
」
に
つ
い
て

は
整
理
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
少
な
く
て
も
10
年
先

を
見
て
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
入
会
員
の
現
状
と

勧
誘
の
取
組

 

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

�

副
会
長　

坂　
爪　
靖　
夫

会
費
上
げ
ず
に
質
磨
く

 

山
形
県
退
職
校
長
会

�

会
長　

鈴　
木　
弘　
康

【各県の窓口（事務局長と連絡先）】
秋田県　（石郷岡仁司）　018－863－6928
青森県　（鳴海　　強）　017－739－5013
岩手県　（舘澤　卓宏）　019－646－3612
宮城県　（小野　聡子）　090－7072－8705
福島県　（鈴木　　博）　024－591－1733
山形県　（村山　良光）　023－643－7852

編
集
後
記

編
集
後
記
（
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会 

広
報
部
長 

二
瓶　

洋
允
）

　

大
寒
が
過
ぎ
、
間
も
な
く
春
が
や
っ
て
来
ま
す
。

　

第
51
回
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
「
山
形
大
会
」
が
盛
況

の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
大
き
な
出
来
事
は
、
青
森

県
退
職
校
長
会
が
本
協
議
会
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

退
会
と
な
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
組
織
と
し
て
存
続

し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。

　

会
員
の
減
少
や
高
齢
化
、
新

入
会
員
の
減
少
、
役
員
の
な
り

手
不
足
、
財
政
難
等
の
各
県
共

通
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
組
織
の
力

を
高
め
存
続
し
て
い
く
か
、
現

状
を
見
つ
め
な
が
ら
、
対
応
し

て
い
く
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

各
県
と
も
持
続
可
能
な
退
職

校
長
会
の
模
索
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

福
島
市
親
水
公
園
の
白
鳥

福島市内から吾妻小富士を望む
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